ている 子供ら の 生活と その 心 持に ぴったり する ような 

現実的であって 同時に 子供の 潑剌 たる 想像力 を 満足 さ 

せる 文学 を 求めて いるので あった。 

イギリス は 従来、 子供の ための 文学の 分野で は 代表 

的な 作品 を 出して いると ころで ある。 イギリスが 大戦 

まで は 経済的に 堅固で あ つ た 中流 生活の 土台の 上に 

立って、 家庭生活 という もの を 重んじ、 子供の 鎂けゃ 

教育に 重き を 置いて きた。 その 社会 事情が 反映して、 

十九 世紀 以後 の 英文学 に は 「アリスの 不思議な 国 旅行」 

r ピ— タァ • パン」、 ディケ ンズゃ アルコットの 諸 作な 

ど、 世界の 児童の ために 少なからぬ 贈り もの を 与えて 



して 書き すすめられた ものであった。 セル マ. ラ ゲル 

レ ー フは、 彼女の 児童の ための 文学に よって ノ ー ベル 

賞 を 与えられ ている。 

日本で は、 女の 生活 は 家庭の 内で、 極度に 子供と 結 

びつ けられて おり、 おそらく 世界の 文明国の 中で 日本 

の 母親た ちほ ど 子供の ために 生涯の 全 時間 を 費して い 

ると ころ は 他に ないで あろうと 思われる。 それに も か 

かわらず、 全般的に 女が 置かれて いる 社会的な 地位が 

低い こと は、 家庭の 中に も 現れて、 良人、 子供の ため 

に 身 を 削る 労苦 多い 妻、 母と しての 毎日の 生活が 女に 

与えられ ている。 「子 は 三界の 首つ 咖 I という 俗間の 



であろう。 「おちば」 や 「御 褒美」 に は、 子供が 大人の 

生活に 混つ てく る 道 どり やそこでの 日常 的な 労作へ の 

結合の 必要 を 暗示して いる 作者の 目が ある。 この 作者 

として この 「村の 月夜」 は 第一歩の 仕事で あり、 作品 

の 内容 も 従来のお 伽 噺とは 全く 異 つた 現実 日常生活 か 

らの 面白い お 話への 試みが 示されて いるので ある。 

私 は、 こういう 境遇に いる 一人の 母で ある 作者が、 

永い 将来の 努力に よって、 次第に 子供の ための 文学と 

して、 質量と もに 逞しい 生産 をされ る こと を 切望す る _ 

その 期待に つれ、 「村の 月夜」 で、 私に 印象され た 一 つ 

の 疑問に 触れたい。 それ は、 この 作者が、 「おちば」 な 



なのではないだろう か。 お 花と いわれる と 私たち は 仏 

さんのお 花と いう 連想が あった リ、 お 花の けいこに つ 

ながったり、 花 そのものに は 不用な 形式的な もの をつ 

け 加えられる。 子供の ための 文学の 作者の よい 感覚 は、 

子供の 感情 再現の 内容 をつ くる、 そういう 用語の 上に 

も 敏感、 率直、 清潔で あらねば ならない。 こしらえら 

れ たいわ ゆる 品の よさが どんなに 言葉 から 生気 を 奪い、 

また そのこと でそう いう 言葉が 趣向に かなう 一 定の非 

大衆 的な 社会 環境と いう もの さえ 暗示され る もので あ 

る。 これらの こと は、 「村の 月夜」 の 作者の よく 理解す 

ると， J ろであろう。 
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